
有浦保育園園評価
について

～全職員が共通理解して取り組んでいくためには～

大館市立有浦保育園 佐藤 美幸



・重点目標を達成するために、それぞれの項目の中での取り組みを具体化していく

園の重点目標設定

・4月職員会議で重点目標の内容について、昨年度の成果と課題を職員間で共有

・園の全体的な計画をもとに年度初めに保育の重点を決定
(昨年度は
・安心、安全な環境を作る ・丁寧に伝える保育をする)

★は今年度あらたに取り組むところ
◆は今年度の重点目標と関連するところ
●は園として特に力を入れるところ

・保護者～園だよりや保育参観等で周知
・全職員～園内研修や各種会議等で話し合い
共通理解を図る
・職務分担～より良い園運営やクラス運営となるよう、役割
分担しながら全職員一人一役意識して取り組んでいる



職員・保護者による評価

・12月保護者アンケート、保育所の自己評価実施

・職務分担した中で、それぞれ年間計画に基づき実施
前期(9月)と後期(2月)で評価
成果と課題を出し合い次につなげる

(中間アンケートはとっていない)

・それぞれアンケートを実施し
結果と改善策をまとめる

・園内、保護者、園関係者評価委員
に公表する

・園の取り組み状況を全職員で把握

・後期の話し合いをもつことでその
後の取り組みの改善につなげる



園関係者評価委員会について
・5月～評価委員の依頼

小学校校長・保護者会会長・第三者委員2名(民生児童委員)
地区町内会長、副会長

・第1回評価委員会
今年度の園評価について説明

・第2回評価委員会
AM保育参観、PM研究協議(都合がつく場合)

・第3回評価委員会
AM保育参観、PM研究協議(都合がつく場合)

・第4回評価委員会
保育参観、評価及び助言

◆園の自己評価を客観的に評価していただくことで、
現状の見直し
課題の意識化
園や地域の良さや特色への気付き

今後の具体的な見通しや次年度の重点目標の検討へつながる

教育・保育の質の
確保・向上

保護者や地域からの信頼



園関係者評価委員会 参考資料

重点目標シート：
現状や具体的な目標
目標達成のための方策
具体的な取り組み方法
達成状況
自己評価

保育園関係者より
評価と意見をいただく

改善策

重点目標シート

保育園関係者評価シート

年4回の評価委員会の中で
園の重点目標の取組みを伝
えたり、実際に保育を参観
していただいたりした中で
項目ごとに評価

保育園自己評価シート

保護者アンケートや保育所
の自己評価、保育関係者評
価を踏まえ、『保育園自己
評価』を作成
※保護者にも公表



令和7年度の取り組み

◇4月、昨年度の成果と課題を踏まえて、全職員で話し合い重点目標を決定
・『丁寧に伝える保育をする』 昨年度に引き続き継続
保護者支援や保育の質の向上にもつながる目標として継続

・『幼・保・小、保護者、地域とつながる』
行事の見直しをしながら、地域の人と関わることでお互いに笑顔が増え
地域の良さを知るきっかけとなる

今後の見通し

・9月、それぞれの職務について前期の反省、評価をして後期につなげ、保育の
質の向上を目指し園の組織も高めていけるようにしていく
・保護者、職員との良好なコミュニケーション作りについては、報告・連絡・相
談はもちろんのこと1つ1つ確認を怠らないことを再確認していく

(わかっているはずと思わない)

・園関係者評価委員会においても園内外での取り組みを積極的に発信し、助言を
いただきながら取り組みの改善につなげていく
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